
NPO法人 熊本まちなみトラスト

氏名 理事会 委任
210222 出席 出席
出欠 人数 人数

1 青木勝士 ○
2 麻生田栄壽 ○
3 伊藤重剛 ○
4 磯田桂史 ×事務局長
5 磯田節子
6 岡裕二 ×理事長
7 工藤栄一郎 ×理事長
8 幸田亮一 ×事務局長
9 古賀輝 ×理事長

10 西郷正浩 ×理事長
11 柴田祐 ×理事長
12 竹田宏司 ○
13 田中尚人 ×議長
14 鄭　一止（いるじ） ○
15 辻　泰明
16 豊永信博 ○
17 長野聖二
18 西島真理子 ○
19 冨士川一裕 ○
20 松波大仁 ○
21 三國隆昌 ○
22 宮野桂輔
23 矢野和之 ×議長
24 山田穰 ○
1 荒木幸介
2 齊藤修

理事 11
（＋委任状出席9＝19＞理事総数24×1/2

◆報告事項
報告１．2020中間決算
報告２．2020活動実績
　1) 人吉豪雨災害への対応　市長への要望書／タスクフォース出動／

　　　肥薩線話し合い／２旅館への緊急補助金の導入／街なかの被災文化

　　　遺産調査／球磨村焼酎蔵復旧支援

　2) 歴まちフォーラム10.10　熊本市歴まち計画への対応

　　　くまもと歴史まちづくり計画パブコメ提出

　　　熊本県文化財保存活用大綱　パブコメ提出

　　　熊本県文化財保存活用大綱との連携・・・あってよいのでは

　3) <仮称>地域遺産ファンクラブ　年度内発会の見通し

　4) J-Coinによる２つのイベント　復旧建物の活用

　5) 法人会員の入会　

　6) その他

◆議案事項
1 次年度予算方針
2 次年度活動方針
3 定款の変更方針口座の開設

第49回理事会（210222）出欠表（実績）
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KMT 活動項目　2020 年度→2021 年度

KMT活動項目 2020（令和2） 2021（令和3）  ▼本日
2020年度→21年度

理事会総会 11・24 12・21 2・22 （予定）4・24

理事会 第47回 ◎ 第48回 ◎ 第49回 ◎ 第50回 ◎ （予定）5・29

総会
（予定）3・22 （予定）5・24

例会 ◎ ◎

支援を受けている事業
人吉タスクフォース

1 人吉旅館 WMF緊急支援 ◎実績報告【完】

2 芳野旅館外 日本財団支援 事業期間3月31日まで

球磨村焼酎蔵／肥薩線等
街なかで要になる文化遺産の保存

Ｊ-Ｃｏｉｎ 3.5＠カリーノビル／3.7＠ＰＳオランジュリ

J-Coinマッチング事業 企画 会場調査 実施計画 ①②イベント

ファンクラブ発会式 2・21 ③ 延期
（参考）熊本市事業の連携 11・4 12・7 　1月・中旬 報告書

キモイリドン実施事業 ◎ ◎ ◎ 　◎ ◎
プロポ公開→→提出 契約 企画 イベントの実施 延期

ＫＭＴ活動 → 入会会員６件：林田印刷／福田病院／紙弘／古荘本店／文林堂／文林堂／兵庫屋

財務部会 企業訪問 12月23/24/25
法人会員勧誘 ◎

会議所会報掲載

KMT会報vol.3の発行 ◎
歴まち部会 11・4○部会

熊本市事業との連携 ◎10.10歴まちフォーラム
人吉・球磨地域との連携 阿蘇茅葺フォーラム ○

於グランメッセ＆リモート （宮野理事）

例会の企画 ◎ ◎

遺産ネット部会 →＠文林堂 延期 本格運営

1 地域遺産ファンクラブ ◎準備会スタート 第１回12/22 ② ③ ④ ⑤ ◎
J-Coinマッチング事業* 12・27 1・19 1・26 2・16

2 被連協 ◎解散総会の案内 解散総会【書面表決】

新町古町川尻タスクフォース
1 吉田松花堂 WG ◎ ◎ ◎ 実測調査<12.6で調査はひとまず終了>

2 清永本店 補助金の切替とテナントの導入

3 PSオランジュリ 利活用促進応援

4 カリーノNSビル 利活用促進応援

共同研究等
WMF最終報告書
ICOMOS共同研究「災害と文化財」 ※原稿料収入→寄附10万円

県大ＧＰ
受賞等 11・26 表彰式

磯田節子理事の「熊本県文化財功労者賞」 表彰式
ＫＭＴに県民文化賞（熊本市推薦） ◎ 3・22

通知

511 12 1 2 3 4

年年次総会◎

【未完】

×

×
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令和 2年度の総括と令和 3年度の展望 2020-2021 

 

１．令和 3年度予算方針 

 

（１）収入の読み 

 ①令和２年度からの繰越金 600,000  

 ②法人会員 5社の前受け金 140,000    

 ③個人会員会費・寄附金 400,000 

 ④新規法人会員  500,000 合計 1,640,000 

  

（２）事業の想定 

 管理費に 640,000 充当しても事業費に 1,000,000 当てられる 

①歴まち部会 

 ②遺産ネット部会 

 

（３）ファンクラブ特別会計 

 会費収入見込み ￥1,000×100人＝100,000円  特別会計 

 →（ケース１）ネット部会（トラスト会計）から一定額投入し・・・ 

 →（ケース 2）イベントを有料として集金する・・・ 

 などで財源を確保して予算化する。 

 

（４）戦略的な事業 

 県・市との連携事業 

 事業補助金または委託業務を取りにいく 

 

 

２．活動方針 

 

①関係者の拡大   市民（ファンクラブ）、法人（法人会員） 

②熊本市、熊本県との連携活動 

③活動領域の拡大 新町古町から熊本市の他地域、県内各地域 

④KMT運営者の世代交代 組織内部として 

 （外部的には）  

  学生も・・・学生を引き付ける方法を確かなものに 

  建築都市計画分野に加えて、文化財的アプローチ、行政学的アプローチ、地

域産業・経済的アプローチがありうる 
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（目的）

第３条　この法人は、熊本県市民の財産として後世に継承するにたる街なみ資源を保存し、

かつ、その活用を図ることにより、熊本の地域文化の向上に寄与することを目的とする。

（特定非営利活動の種類）

第４条　この法人は、その目的を達成するため、次に掲げる種類の特定非営利活動を行う。

　(1)　まちづくりの推進を図る活動

　(2)　社会教育の推進を図る活動

　(3)　学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動

　(4)　環境の保全を図る活動

  (5)　子どもの健全育成を図る活動

 （6） 前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動

（事業）

第５条　この法人は、その目的を達成するため、次の事業を行う。

(1)　特定非営利活動に係る事業

①　歴史文化遺産の顕彰事業

②　歴史文化遺産の保存・活用を促進するための事業

③　歴史文化遺産の顕彰・保存・活用に関する広報・出版事業

④　歴史文化遺産を活用した不動産事業

⑤　歴史文化遺産活用のための物品販売・サービス事業

⑥　その他当法人の目的を達成するために必要な事業

　　→　「ファンクラブ事業」は⑥に入れる
　トラストの事業

ファンクラブ事業

※自律性を促進する

顕彰事業 保存・利活用事業

広報事業等
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重伝建地区周辺の歴史的建物が急速に失われている 
★制度を駆使して重伝建地区周辺（および伝建地区になりきれていない地区）の
歴史的建物を守ろう

HUL
重要伝統的
建造物群 
保存地区

　計画・地区 建物 事業（補助金）

　街なみ環境 
　整備事業地区

街づくり協定が締結されて
いる地区の建物（下の地区
では協定は不要）

　景観計画地区 
　景観地区

景観 
重要建造物

街なみ環境 
整備事業 

（社会資本整備総合交付金）

　歴史的風致 
　維持向上計画 
　重点地区

歴史的風致 
形成建造物

登録文化財 
市指定文化財

空き家再生等 
推進事業

HUL: Historic Urban Landscape 
文化および自然的価値と特質が歴史的に積
み重なった結果として捉えられる、「歴史
的中心」や「アンサンブル」という概念を
超えて広がる、より広範な都市の文脈とそ
の地理的な環境を含む都市化した地域 
（UNESCO:  Recommendation on the Historic 
Urban Landscape）
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HULに関する勧告：定義 
2011.11.10、パリ

8. HULは、文化的および自然的な価値と属性が歴史的に積み重なった結果として理解される都市エリア
であり、「歴史的中心」または「アンサンブル」の概念を超えて広がる、より広い都市の文脈とその地
理的環境を含む。 

9. このより広い文脈には特に以下を含む： 
　サイトの地誌、地形学、水文学および自然の特徴； 
　歴史的および現代の人工的環境； 
　地上と地下のインフラストラクチャ； 
　そのオープンスペースと庭園； 
　その土地利用パターンと空間構成； 
　知覚的および視覚的関係； 
　都市構造のすべてのその他の要素。 

さらに、以下を含む：社会的および文化的慣習と価値、経済プロセス、および多様性とアイデンティ
ティに関わる歴史遺産の無形の側面。 

10. この定義は、持続可能な発展全体のフレームワークの中でのHULの特定・評価・保全・および管理の
ための包括的かつ統合されたアプローチの基礎を定める。
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